
【監査委員事務局】　平成２３年度一般会計優先事業調書の考え方

≪細事業総数及び優先付対象事業数等≫

総事業数 対象外 対象

1 0 1
※下記に該当する細事業は、優先順位付けの対象外としています。

　○○人件費、○○積立金、○○一般経費、公債費、災害復旧費、選挙執行経費、指定統計経費、予備費

優先区分

Ａ

B

C

D

監査委員事務局における予算要求の考え方、方針

公正で合理的かつ能率的な行政運
営のため、法令等に基づき各種の監
査を実施する必要があり、その執行に
必要な予算を要求する。

監査委員事務局における優先区分の考え方など

極めて重要であり、何においても必ず実施しなければならないと考えるもの



（単位：千円）

事業費 国府 市債 その他 一財 事業費 特定財源 一財

Ａ 監査委員
事務局

監査事務 2,175 2,175 2,320 2,320 ○ ○ Ａ Ｂ －

優先区分

【監査委員事務局】　平成２３年度一般会計優先事業調書
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H22事務事業評価等

Ｈ23年度　原課要求ベース
所管課

（参考）Ｈ22現計予算

地方自治法、京丹後市監査委員条例に定められた監査業務
を行うための事務経費

事　　業　　内　　容　　等細　事　業　名　称




